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おんみつ 

「江戸時代の 隠密と いうの はどうい う 役なん です ね」 

さ 

と、 ある 時 わたし は 半 七 老人に 訊いた。 

「芝居 や 講釈で も 御存知の 通り、 一種の 国事 探偵と い 

うような ものです」 と、 老人 は 答えた。 「徳川 幕府で 諸 

大名の 領分へ 隠密 を 入れる というの は、 むかしから 誰 

も 知っている ことです が、 その 隠密 は 誰が うけた ま 

わって、 どういう 役目 を 勤める かとい うこと がよく 

判って いないよ うです。 この 隠密の 役目 を 勤める の は 

ふきあげ 

江戸 城内に ある 吹 上の 御 庭番で、 一代に 一度 このお 役 



ぱり 江戸 弁で まっすぐに お話し 申します」 

文政 四 年 五月 十日の 朝、 五ッ (午前 八 時) を 少し 過 

ぎた 頃に、 奥州 街道の 栗 橋の 関所 を 無事に 通り過ぎた 

つな ぼうか わ わたし 

七、 八 人の 旅人が ぞろぞろ 繋がって、 房 川の 渡 (利根 

川) にさし かかった。 その なかには 一人の 若い 旅 絵師 

がま じっていた。 渡し船 は 幾艘も あるので、 この ひと 

群れ は 皆お なじ 船に 乗り込んで、 河原と 水と を あわせ 

て 三百 間と いう 大河の まん 中まで 漕ぎ出した ときに、 

向う から 渡って くる 船と すれ違った。 広い 河で は ある 

が、 船の 行き 馴れて いる 路 はいつ も 決まって いるので、 



「父 は 午から 出まして まだ 戻りません。 今夜 は 遅くな 

るで，、， /ざ いましょう」 

伝 兵衛は 囲碁が 道楽で、 ときどき 夜 ふかし をして 帰 

る こと は 澹山も 知ってい るので、 別に それ を 不思議と 

も 思わなかった。 

「兄さん は …… 」 

「兄 も 父と 一 緒に 出ました」 

お げん は 茶 をす すめて、 更に 柴栗 を剝 いて くれた。 

き 

その 白い 指先 を ながめながら 澹山 はしず かに 訊いた。 

「御用 人の 御子 息 は その後 御 催促に は 見えません か」 

「はい」 



この 藩の 用人 荒木 頼 母の 枠 千之丞 は、 伝 兵衛の 推挙 

せ 、- おうま 

で 先 ごろ 千倉屋 へたず ねて 来て、 澹 山に 西 王 母の 大幅 

き 一 J う 

を 頼んで 行った。 その 揮毫が なかなか はかどらな いの 

で、 五、 六日 前に も 千 之丞は その 催促に 来た。 しかし 

その 催促 以外に、 なに かの 意味で お げんが 千 之丞を 

さと 

嫌って いる こと を、 澹 山もう すうす 覚 つていた。 

「くどく も 云う 通り、 頼まれた お 方が 余人で ない ので、 

なお ざリ 

わたくし も 等閑に は 存じません」 と、 澹山は 飽くまで 

も まじめに 云い 出した。 「しかし、 どうも 出来ない も 

の は 仕方がな いので、 まあ、 まあ、 幾た びで も 描き 直 

とくしん こん 

して、 これ なれば と 自分で も 得心の まいる まで 根よ く 



御 葬式が すむ と 間もなく、 源 太夫 様 も つづいて お 亡く 

なりな すった ので、 世間で は 追 腹な どと 申します が、 

ほんとう は 千之丞 様の 親御た ちが 寄り あつまつ て 詰 腹 

を 切らせた の だと かいう ことで ござります」 

「ほう。 詰 腹 …… 」 と、 澹山は 顔をしかめた。 「武家で 

は 折りお りそんな 噂 を 聞きます が、 無 得心の もの を大 

勢が とりこめて 切腹させる。 考えても おそろしい。 し 

かし、 源 太夫 殿 とても 御用 人格の 立派な 御身 分で ある 

から、 いわれ 無しに 詰 腹な ど 切らされる 害 も あるまい _ 

何 かそ こに は 深い 仔細が ある ことと 思われる が …… 」 

「大方そう で ござりましょう」 



惹 かないば かり か、 今夜 も五ッ (午後 八 時) を 過ぎた 

のに、 お げん はた だ 黙って 坐り込ん だままで 容易に 動 

きそうに も 見えない ので、 澹山は 例の 迷惑 を 感じて 来 

た。 

「お げんさん。 もう 五ッ半 頃でしょう。 そろそろ おや 

すみに な つ たら どうです」 

「はい」 と、 云った ばかりで、 お げん はや はり 素直に 

起ち 上がりそう もなか つ た。 

やす 

「早く 行って お寝み なさい」 と、 澹山は 優しい声 なが 

らも 少し 改まって 云った。 

「はい」 



筆の 嗜 みのあるの を 幸いに、 旅 絵師に 化けて 奥州へ 

ぼうか わ 

下って くる 途中で、 偶然に 房 川の 渡しで お げん を 救つ 

たのが 縁と なって、 千 倉屋伝 兵衛と 親しくな つた。 し 

かも 其の 家 は 鉄 次 郎の澹 山が これから 踏み込もう とす 

る 城下の 町に あると いうので、 彼 はこの 上 もない 好 都 

ひ. 5 と 

合 を よろこんで、 抑 留められる ままに 千 倉屋の 客と 

なった。 そうして 三月 あまり を 送る うちに、 彼 は 伝 兵 

衛の 推挙で 城の 用人 荒木 頼 母の 枠 千之丞 から 掛 物の 

きごう 

揮毫 を 頼まれた。 

城内の 者に 知己 を 得る という 事 は、 澹 山に 取って は 

最も 望む ところであった ので、 彼 はいよ いよ 喜んで そ 



たいと も 思った が、 その 小さい 目的の ために 他の 大き 

い 目的 を 犠牲に する ことの 出来な いのは 判リ 切って い 

るので、 澹山 はた だ 苦しい 溜 息をつく の ほか はな かつ 

た。 

寺の 鐘が 四ッ (午後 十 時) を撞き 出した のに 気がつ 

いて、 彼 は 寝床へ 入ろうと した。 用心ぶ かい 彼 は 寝る 

前に かならず 庭先 を 一 応見 まわる の を 例と している の 

で、 今夜 も 縁先の 雨戸 を そっと あけて、 庭下駄 を 突つ 

かけて、 大きい 銀杏の 下に 降り 立つ と、 星の 光り すら 

も 見えない 暗い 夜で、 早寝の 町 はもう 寝静まつ ていた _ 

むくげ いけがき 

広い 庭 を 囲って いる 槿の 生垣 を 越して、 向う に は 畑 



を 隔てた 小 家が 二、 三 軒 つづいて いる 害で あるが、 そ 

の 灯 も 今夜 は 見えなかった。 まして、 その 又う しろに 

横たわつ ている 小高い 丘 や 森の 姿な ど は、 すべて 大き 

い 闇の 奥に 埋められ ていた。 

落葉の 音に も 耳 をす まして、 澹山 はやが て 内へ 引つ 

たんぼみ ち 

返そうと する 時、 向う の 田圃 路に 狐火の ような 提灯の 

ま つ 

影が 一 つぼん やりと 浮き出した。 丘の 上に 祠られ て あ 

る 弁天 堂に 夜まい リ をした 人で あろうと 思いながら も、 

彼 はしば らく 其の 灯 を 見つめて いると、 灯 はだん だん 

に 近づいて 生垣の 外 を 通り過ぎた。 灯に 照らされた 人 

のす がた は 主人の 伝兵衛 と^の 伝四郎 とで ある こと を、 



澹山は 垣根越しに は つ きり 認めた。 

「碁 を 打ちに 行った ので はない。 親子 連れで 夜 詣リか 

な」 と、 かれは 小 首をかしげた。 

あんどう 

座敷へ 帰って、 行燈を ふき 消して、 澹山は 自分の 寝 

おも- P 

床に もぐり 込む と、 やがて 母屋の 方から こちらへ 忍ん 

で 来る ような 足音が きこえた。 

澹山は 蒲団の 下に 隠して ある 匕首 を 先ず 探って みた。 

そうして 自分の 耳 を 蒲団に 押し付けて、 熟睡した よう 



な 寝 息をつく つてい ると、 足音 は 障子の 外で とまった _ 

もしゃお げんが 執念ぶ かく 忍んで 来たの かと も 疑った 

が、 その 足音 はもつ と 力強い ように 思われた。 

「先生」 と、 外の 人 は 小声で 呼んだ。 「もうお やすみで 

ござります か」 

それが 伝兵衛 であると 知って、 澹山 はすぐ に 答えた _ 

「いや、 まだ 起きて 居ります。 御主人で すか」 

「はい。 では、 ごめんください」 

勝手 を 知 つ ている 伝 兵衛は 暗い なか へ はいって 来る 

と、 澹山は 起き直って 行 燈の火 をと もした。 

「夜 ふけに お 邪魔 をいた しまして 相 済みませんが、 荒 



「承知いた しましょう。 わたくしで 出来そう な ことな 

らば …… 」 と、 澹山は 快く 答えた。 

「ありがとう ござります」 と、 伝 兵衛も 満足した らし 

くうな ずいた、 「では、 恐れ入り ますが、 これから わた 

くしと 一 緒に そこまで お出でく ださり ません か。 なに、 

すぐ 近いと， j ろで) j ざり ます」 

これから どこへ 連れて ゆく のかと 思った が、 澹山は 

素直に 起きて 着物 を 着かえ て、 匕首 を そっと ふところ 

に 忍ばせた。 その 支度の 出来る の を 待って、 伝 兵衛は 

庭 口の 木戸から 彼 を 表へ 連れ出した。 今度 は 提灯 を 持 

たないで、 二人 は 暗い 路を たどって 行った。 伝 兵衛は 



の 灯が ともって いた。 その 灯 を 目 あてに、 伝 兵 衛は池 

の ほとりまで 迪 つて 来て、 そこに ある 捨て石に 腰 をお 

ろした。 澹山も 切株に 腰 を かけた。 

「御苦労で ござりました。 夜が 更けて さぞお 寒う 、》 J ざ 

りましたろう」 と、 伝 兵衛は 初めて 口 を 開いた。 「そこ 

で、 早速で ござり ますが、 わたくしが 折り入って 描い 

て 頂きた いのは これで ござります」 

澹山を そこに 待たせて 置いて、 伝兵衛 はう す 暗い 堂 

の 奥に はいって 行った が、 やがて 二 尺ば かりの 太い 竹 

筒 を うやうやしく 捧げて 出て 来た。 彼 は 自分の 家から 

用意して 来たらし ぃ蠟 燭に燈 明の 火 を 移して、 片手に 



かざしながら しずかに 云った。 

「まず これ を 御覧く だ さリ ませ」 

きょ うづ つ 

かなりに 古くな つ ている 竹 は 経 筒 ぐら い の 太 さで、 

からかね 

一方の 口に は 唐 銅の 蓋が 厳重に はめ込ん であった。 そ 

の 蓋 を 取り除け て、 筒の 中に ある もの を 探り出す と、 

それ は 紙質 も 判らない ような 古い 紙に 油絵 具で 描かれ 

によ にん ぞう 

た 一種の 女人 像で、 異国から 渡って 来た ものである こ 

さと 

と は 誰の 眼に も 覚られ た。 伝兵衛 がさし つける 蠟燭の 

あ Q 

淡い 灯で、 澹山 はじつ とこれ を 見つめて いるう ちに 彼 

の 顔色 は 変った。 

さ 

「これ は 何で ございます」 と、 彼 はしず かに 訊いた。 



まで わたくし は 固く 口 をむ すんで 居りました。 この 後 

とても 決して 口外す るよう な 伝兵衛 では) ，- ざり ません _ 

その代りに …… と 申して は、 あまりに 手前勝手 かは存 

じません が、 どうぞ 快く 御 承知く ださり ませ」 

自分 を ここまで 誘い出して、 おそらく 闇 討ちに でも 

する ので あろうと 澹山は 内々 推量して いたが、 その 想 

像 はまった く 裏切られて、 彼 は 思い も よらない 難題 を 

眼の まえに 投げ付けられた。 彼 は 国法で きびしく 禁制 

されて いる 切支丹 宗門の 絵像 を 描かなければ ならない 

目に 陥った ので ある。 隠密と いう 大事の 役目 を かか 

えてい る 彼 は、 手強く それ を 刎ねつ ける ことが 出来な 



ご ほっそく 

ります から、 雪の やむ の を 待たずに 一 日 も 早く 御 発足 

なさる ようにお 勧め 申します。 しかし この 領分 ざ かい 

を 越えましたなら、 きょうから 数えて 二十 一日、 娘の 

さんしちにち 

三七日の 済む まで は、 どうぞ 其処に 御 逗留な さるよう 

に 願います。 きっと 何 か あなたのお 耳に はいる ことが 

) J ざり ましょう」 

みやげ 

餞別の 金 や 土産な ど をた くさん 貰って、 澹山 はおげ 

んの 葬式の すんだ 翌日に 千 倉屋を 出発した。 これが も 

うこの 春の 名残りら しい 細かい 雪が、 けさ も 彼の 笠の 

上に ちらちらと 降って いた。 伝 兵 衛も伝 四 郎も町 はず 

れ まで 送って 来た。 千 倉屋の 若い者 二人 は 彼の 警固を 



た。 彼 は 北に むかって、 ひそかに 千 倉屋の 娘の 冥福 を 

祈った。 

無事に 使命 を 果たして 帰った 彼 は、 組頭に も 褒め 

られ、 上のお ぼえ もめで たかった、 しかし 彼 は 決して 

切支丹の こと を 口にしなかった。 彼 は 再び 絵筆 を 執ら 

なかった。 

千倉屋 から は その後 何のた よりも 無かった が、 それ 

から 五 年 ほど 経った 後に、 奥州の ある 城下町で 切支丹 

宗門の 者 十 一 人が 磔刑に かかった という 噂 を 聴いた 時 

お- 2- こ 

に、 彼 はすぐ に 伝兵衛 父子の 名 を 思い出した。 そうし 

て、 お げん は やっぱり 仕合わせで あつ たかとも 思った。 
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